
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料３  

 平成 27年度における温室効果ガス削減に向けた取組状況  

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

計画に基づく実施状況評価  

平成 27年度の県における温室効果ガス削減取組を、計画で定めた分類に対応する形で取

組概要、成果と課題、今後の取組方向を記載しました。 

 また、県の長期戦略である「みえ県民力ビジョン」や関連する個別計画等の施策評価の

指標等で定量的に把握できるものについては、関連指標と個別計画名を記載し、進捗状況

の把握や成果の評価を行いました。 
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  「用語の説明」 

○カーボン・オフセット 

企業活動や商品の製造、サービスの提供などによって排出してしまう温室効果ガス排出量のうち、どうしても削減できない量の全部または一部を、

他の場所での排出削減や吸収量でオフセット（埋め合わせ）すること 

○J-クレジット制度（平成 25年度より） 

省エネルギー機器の導入や森林経営などの取組により温室効果ガスの排出削減量や吸収量を「クレジット」として、国内クレジット制度とオフセッ

ト・クレジット制度が発展的に統合した制度 

○国内クレジット（平成 20年度～平成 24年度） 

大企業等による技術・資金等の提供を通じて、中小企業等が行った温室効果ガス排出削減量を認証し、大企業の自主行動計画の目標達成のために活

用できる制度 

○オフセット・クレジット（平成 20 年度～平成 24年度） 

国内による排出削減・吸収プロジェクトにより実現された温室効果ガス排出削減・吸収量を国が認証する制度 
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ェアの開催など、子どもを対象とした体験型の環

境学習・環境教育を推進しています。 

○子どもたちが家庭において省エネルギー活動

を実践し、環境への意識を高める「キッズ

ISO14000プログラム」を企業、学校、行政が連

携して取り組んでいます。(19小学校：718名) 

 

 

 

 

 

○地球温暖化防止に関するテーマとして小中学

校を対象にポスターコンクールを実施していま

す。 

 

 

○「三重県環境基本計画」及び「三重県環境基本

計画推進計画」に定める環境教育等に関する行動

計画に基づき、環境教育の推進に取り組んでいま

す。 

 

 

 

 

○「キッズ ISO」の取組では、講師を務める企業

担当者から熱意のある説明を受けたり、評価表を

返却されたりと、事業に対する学校側の評価も良

く、児童が興味を持って省エネルギー活動に取り

組み、意識向上に繋がっています。事業所等にお

いても環境教育のニーズやノウハウがあること

から、引き続き、企業、学校、行政等の多様な主

体が連携して、環境学習・環境教育を推進してい

くことが必要です。 

○ポスターコンクールの実施によって、参加児

童・生徒の環境意識の向上に寄与しています。ま

た、入賞作品を三重県総合博物館 Mie-Muなどで

展示し、県民の環境意識の醸成につなげていま

す。 

○環境省では、「持続可能な地域づくりを担う人

材育成事業」の一環として、ESDの視点を取り入

れた環境教育プログラムを作成し、各地域の自然

環境や歴史・文化などの特性を活かしたプログラ

ムへと改良しながら、学校現場等での実証を行う

事業を行っています。平成 27年度は、四日市市

内の中学校において授業を行い、生徒は、リサイ

クルの重要性と限界について学び、自分たちに何

ができるのかを考えることができました。 

今後、校長、担当教員が異動することにより、ESD

への取組が中断することがないよう、学校と地域

との継続した連携が必要です。 

 

 

 

○今後も、企業、学校、関係機関と連携して「キ

ッズ ISO」に取組み、環境学習・環境教育を推進

します。 

 

 

 

 

 

 

○応募者数が増加するようなポスターテーマを

織り交ぜながら、環境意識の醸成につながる事業

を実施します。 

 

 

○環境講座や環境保全に関するイベント等を実

施し、普及啓発を進めるとともに指導者の養成や

情報提供等を行います。 
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 平成 27年度はごみゼロ社会実現プランの中期

目標年度であるため、来年度の中間評価に向け、

県民を対象とした意識調査等を実施しました。ま

た、次世代を担う子どもたちの「もったいない」

という意識の向上をめざし、小学校においてモデ

ル的に出前授業を実施しました。 

れらは、観光入込客数の増加や景気の影響を受け

ていると思われますが、その増減の要因が十分に

把握できていません。 

 また、県民の意識に関しては、約 8割の県民が

使い捨て社会に疑問を感じていますが、ものを大

切に長く使おうとする県民の率は約 6割となっ

ており、意識と行動に差が見受けられます。 

 

 また、小学生を対象とした環境学習の定着に向

け、引き続きモデル的に出前授業を実施するとと

もに、食品ロスの削減に向け、イベント等におい

て事業者の食品ロス削減の取組を紹介し、広く県

民に普及啓発を実施します。 

※関連計画：三重県廃棄物処理計画、ごみゼロ社会実現プラン 

 

「関連指標」 

活動指標 
実績値 目標値 目標達成状況 

(％) 平成 26年度 平成 27年度 平成 27年度 

1人 1日あたりのごみ排出量 

（一般廃棄物の排出量） 

986 g/人・日 

(平成 25年度） 

976 g/人・日 

(平成 26年度） 

913 g/人・日 

(平成 26年度） 
94 
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●沿岸部＜スマートアイランドプロジェクト検討会（鳥羽市）＞  

 離島（答志島）において、電動アシスト自転車

を活用した観光振興に向けた旅館組合の取組を 

支援するとともに、離島への超小型モビリティや

再生可能エネルギーの導入を進める先進事例の

紹介を行いました。 

 

 これまでの取組の成果や課題を把握し、電動ア

シスト自転車を用いた取組の円滑な実施を支援

する必要があります。 

 

※関連計画：三重県新エネルギービジョン 
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参考 三重県内の新エネルギー導入実績 

   











 

3-29 

 

まとめ 取組推進の関連指標と実績 

区分 活動指標 
実績値 目標値 達成率

(％) 平成 26年度 平成 27年度 平成 27年度 

事業者の自主

的取組促進 

大規模事業所における温室

効果ガスの排出量の増減比

率（平成 22年度ベース） 

+1.5％ 

(平成 25年度) 

-0.5％ 

(平成 26年度） 

+2.4％以下 

(平成 26年度) 
100 

M-EMS認証事業所数(累計） 321件 337件 420件 16 

産業廃棄物の再生利用率 
43.0％ 

(平成 25年度） 

43.2％ 

(平成 26年度) 

42.2％ 

(平成 26年度) 
100 

建物・住宅に

関すること 

新築住宅における認定長期

優良住宅の割合 
24.5％ 22.5％ 28.0％ 80 

「三重の木」認証材等出荷

量 
31,434 m3 35,998 m3 50,000 m3 72 

生活に関する

こと 

環境活動参加者数 6,100人 7,640人 6,000人 100 

環境教育参加者数 32,149人 29,873人 33,000人 91 

1人1日あたりのごみ排出量

（一般廃棄物の排出量） 

986 g/人・日 

(平成 25年度） 

976 g/人・日 

(平成 26年度） 

913 g/人・日 

(平成 26年度） 
94 

交通・移動に

関すること 

NOx･PM 法対策地域内の二酸

化窒素と浮遊粒子状物質の

大気環境基準達成率 

100％ 100％ 100％ 100 

地域間幹線系統数 47系統 46系統 43系統 100 

エネルギーに

関すること 

大規模な新エネルギー施設

数（累計） 
10件 14件 8件 100 

企業の省エネ取組の件数

（累計） 
20件 29件 20件 100 

エネルギー政策を総合的に

推進するための取組件数 
7件 8件 8件 100 

従来型一次エネルギーの削

減量合計（世帯数換算） 
384,487世帯 457,840世帯 411,080世帯 100 

森林の保全に

関すること 

施業集約化団地面積（累計） 46,347 ha 49,718 ha 50,000 ha 92 

間伐実施面積（累計） 16,676 ha 21,872 ha 36,000 ha 27 

山地災害保全集落数 1,554集落 1,571集落 1,571集落 100 

「三重の木」認証材等出荷

量【再掲】 
31,434 m3 35,998 m3 50,000 m3 72 

森林づくり参加者数 32,638人 38,778人 30,000人 100 

森林文化・森林環境教育の

活動回数 
1,903回 2,045回 2,000回 100 

 


